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（令和７年度時点） 

国立大学法人お茶の水女子大学内部質保証における 

自己点検・評価結果を踏まえた要改善事項への対応状況について 

 

〇対応状況一覧 

分野 
計画の 

実施主体 

要改善事項 改善実施計画 対応実績 
計画の 

進捗状況 
年月 内容 年月 内容 年月 内容 

入学者

選抜 

入試課 R7.10 評価項目に係る観点が「学生

受入方針に沿った学生の受入が

実際に行われているかどうかを

検証するための取組を行ってお

り、その結果を入学者選抜の改

善に役立てていること」である

ところ、根拠資料「Ⅱ-3-5 新入

生アンケート結果報告（令和６

年度）」及び「Ⅱ-3-6 新フンボ

ルト入試入学生学年末アンケー

ト（令和３年～令和６年度入学

生）」について、アンケート結果

を適切な組織で検証し、入学者

選抜の改善に活用しているかど

うかを資料から確認することが

できない。【入試 R7】 

 

（「令和６年度 国立大学法人お

R7.12 新入生アンケート活用につい

ては、前年度も指摘を受けてお

り、各種部会で結果を共有する

旨、報告していたとおり、第２回

学部入試実施部会にて報告し、

各学部教授会でも報告願った。 

新フンボルト入試入学者への

アンケートについては、新フン

ボルト入試専門部会合同部会を

開催してアンケート結果を報告

し、今後のアンケートの実施方

法や活用法について審議を行っ

た。 
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分野 
計画の 

実施主体 

要改善事項 改善実施計画 対応実績 
計画の 

進捗状況 
年月 内容 年月 内容 年月 内容 

茶の水女子大学入学者選抜に関

する自己点検・評価報告書」） 

入学者

選抜 

入試課 R6.7 プレゼミナール アンケート

結果、図書館入試アンケート結

果、新入生アンケート結果につ

いては、関係者間での共有や分

析結果の検証（過年度との比較

や入試種別間での比較等）が実

施されたことが資料から確認で

きなかったことから、学生の受

入状況を検証する組織及び、方

法が確認できる資料や、学生の

受入状況を検証し、入学者選抜

の改善を反映させたことを示す

具体的事例を提示することがで

きていない。【入試 R6①】 

 

（「令和５年度 国立大学法人お

茶の水女子大学入学者選抜に関

する自己点検・評価報告書」） 

R6.12 令和６年度プレゼミナール以

降に実施されるアンケートの結

果を学部入試実施部会や新フン

ボルト入試専門部会にて共有

し、入学者選抜方法改善に向け

た議論を行うこととする。 

 

（「令和５年度国立大学法人お

茶の水女子大学入学者選抜に関

する自己点検・評価の改善策及

び実施計画について」） 

R7.6 10 月 24 日開催の第５回新フ

ンボルト入試専門部会文系部会

にアンケート結果を報告して議

論した。プレゼミナールの実施

にあたって文系は入試体制で臨

む必要があるが、理系はオープ

ンなイベントとして実施してい

るので、運営方法も分けるべき

との提案があった。 

□ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 （ ） 

R7.6 令和７年度プレゼミナールで

は、理系セミナー運営は簡略方

法で実施する予定。 

   

入学者

選抜 

入試課 R6.7 

 

大学院博士後期課程の入学者

数について、過去５年間での入

学定員に対する実入学者の割合

R6.12 改善方策検討のため、大学院

博士後期課程への進学につい

て、本学在学生にアンケート調

R7.6  次世代研究者挑戦的研究プロ

グラム（Spring 事業）に採択さ

れたので、計画どおりに博士後

□ 検討中 

■ 対応中 
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分野 
計画の 

実施主体 

要改善事項 改善実施計画 対応実績 
計画の 

進捗状況 
年月 内容 年月 内容 年月 内容 

の平均が 64％※であり、入学定

員を大幅に下回る状況（70％未

満）にある。【入試 R6②】 

※ 令和６年度における秋季入学者は

評価実施時点で不明のため、これを除い

た数値。 

 

（「令和５年度 国立大学法人お

茶の水女子大学入学者選抜に関

する自己点検・評価報告書」） 

査を行ったところ、学位取得後

の進路と学費等の経済面が障害

となっていることが明らかとな

った。 

ついては、博士学位取得者は

大学、研究機関等への就職を目

指す者が多かったが、民間企業

も視野に入れるよう、入学時か

ら指導していくこと、科学技術

振興機構の次世代研究者挑戦的

研究プログラムへ応募し、博士

後期課程学生への経済支援を行

っていくこと、博士前期課程進

学者を増やしていくこと、を行

っていくこととした。あわせて、

社会から要請される人材を育成

していくため、専攻間の定員移

動も進めていくこととした。 

 

（「令和５年度国立大学法人お

茶の水女子大学入学者選抜に関

する自己点検・評価の改善策及

び実施計画について」） 

期課程学生への経済支援を行っ

ていくとともに、同事業で実施

するキャリア開発プログラムを

実施することで従来のキャリア

支援をより充実させ、アカデミ

ック分野以外（民間企業等）への

就職支援を行っていく。 

また、大学・高専機能強化支援

事業 高度情報専門人材の確保

に向けた機能強化に採択された

ので、博士後期課程の他専攻の

一部の定員を理学専攻へ移動し

た。 

なお、令和６年度の入学者選

抜に関する自己点検・評価にお

いて、過去５年間での入学定員

に対する実入学者の割合の平均

は、63％となり、引き続き入学定

員を大幅に下回る状況となっ

た。 

□ 対応済 

□ その他 （ ） 
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分野 
計画の 

実施主体 

要改善事項 改善実施計画 対応実績 
計画の 

進捗状況 
年月 内容 年月 内容 年月 内容 

R7.6  引き続き、次世代研究者挑戦

的研究プログラム（Spring事業）

による博士後期課程学生への経

済支援やキャリア開発プログラ

ムを実施するとともに、大学・高

専機能強化支援事業による専攻

間の定員移動が充足率にどのよ

うな影響を与えるかについて注

視していくこととした。 

   

教育 学務課 R6.7 「国立大学法人お茶の水女子

大学における内部質保証に関す

る基本方針」第６条第１項にお

いて定められる必要な調査は、

「卒業（修了）生アンケート」と

なっており、定量的な調査の実

施及びその活用を求めている

が、該当する調査資料として提

出があった「卒業（修了）生調査

（質的調査）報告」は、調査対象

者を絞った質的調査であり、適

切な調査を実施できていない。

【教育 R6①】 

 

（「令和５年度「教育」に関する

R6.12 令和５年度に学生・キャリア

支援センター長名で実施した

「卒業（修了）生調査（質的調

査）報告」は、定量的な調査では

なく、指摘のとおり適切な調査

ではなかったと認識する。 

本学の「教育」に関する意見を

聴取する機会であるのに、実施

組織が学生・キャリア支援セン

ターであることが、指摘のよう

な事態を招いたと考え、調査の

実施組織を「学生・キャリア支援

センター」から｢学務課、学生・

キャリア支援課及び教学ＩＲ・

教育開発・学修支援センター」に

R7.6  令和６年８月に、令和４年３

月に卒業・修了した学生への卒

業後３年目定量的調査を実施し

た。 

この内容を令和７年度中の学

生・キャリア支援センター運営

会議と学務部会に報告し、教育

改革のＰＤＣＡサイクルに活用

していく予定である。 

□ 検討中 

■ 対応中 

□ 対応済 

□ その他 （ ） 
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分野 
計画の 

実施主体 

要改善事項 改善実施計画 対応実績 
計画の 

進捗状況 
年月 内容 年月 内容 年月 内容 

内部質保証における改善が必要

と認められる事項について」） 

変更することとする。 

 

（「令和５年度「教育」に関する

内部質保証における改善策及び

実施計画について」） 

R7.6  令和６年８月に実施した「卒

業（修了）生アンケート」の結果

を令和７年度中に学生・キャリ

ア支援センター運営会議と学務

部会に報告し、教育改革のＰＤ

ＣＡサイクルに活用する。 

   

 


